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子供たちの指導に直結する週毎の指導計画（週案）の作成を 
学校経営計画でお願いをしていることについて、以下の共通理解をお願いいたします。 

大事なのは、次週の授業改善や子供の成長に結びつくことです。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※ これは「開示の対象」でもあります。また、事故が起こった際は、区や都などから提出を求められます。

私は、先生方をお守りするための大切なものであるとも考えています。 
 

ある学校で実際に起こったことです。クラブ活動の際に、児童同士がぶつかり骨折をするという事故が起

こりました。先生方が安全面で指導されていたことは無論のことです。しかしながら、週案には、ねらいや

安全面の配慮事項についての記載がありませんでした。保護者対応も含め、教育委員会もかかわり、解決ま

で長い期間を要しました。教育活動に支障が起こったことは言うまでもありません。 

 

指導記録について（連休明けくらいから可能な方は取り組んでみてください） 
私自身、これで書いてくださいというひな型はもっていません。また、こうでないとならないというもの

でもありません。実際に記録をされている（た）先生方の記入例です。 
 

１ 曜日毎に記入する形式 

【□曜日】体育の「まねっこタイム」がものすごく盛り上がった。○○先生の手紙（離任式）に皆、熱心

に取り組んで、休み時間も引き続きやりたがっていた。 
 

２ １週間で特筆するようなことを記入する形式 

ひらがなの学習を一日一文字進めているが、思った以上にしっかり書けていて嬉しい。プリントの裏面は

宿題にしているが、今のところ全員毎日忘れずに提出している。 
 

３ 今の自分の課題を追う形式 

自分で単元を選んで、そのことについて、連続して指導の状況の記録をする。生活指導上の課題や目標

について連続して達成状況を記録するなど。 
 

４ 項目毎に記入する形式 

 学習面、生活面などに分けて記入する形式。 
 

５ 授業ごとに記入する形式 

少々ハイレベルですが、継続して行うと高い指導力がつくと思います。 

 

※ 児童に関する記録は、個人情報保護の観点から「イニシャル」で記入してください。 

現在、電子決済への移行期です。無理のない範囲で取り組んでみてください。 

以下の３点を意識して作成をお願いいたします。 
 

○「ねらい」を入力する 

 学習活動だけでなく。「ねらい」をご入力ください。始業式、運動会、避難訓練やクラブ、委員会

活動などの行事についても同様です。道徳では、「資料名」とねらいに加えて「価値項目」をご記入

ください。 

○安全面の配慮事項を入力する 

 カッターや包丁等の教具を扱う場合や体育での安全指導、その他、校外学習など、安全面での配

慮事項をご入力ください。 

○予定時数、実施時数、指導記録を入力する 

 次週に結びつく振り返りをすることが大切です。 


